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移住に至るまでのステップに対応した支援

　知る　→　来る　→　住む　の各段階で移住したい人が、移住した人などと知り合い、移住のきっかけが
生まれるような取り組みを行っています。

知 る 市のことを知ってもらうための情報発信を行なっています。

首都圏での移住セミナー
開催

　首都圏在住の移住検討者
へ、市の魅力や移住者の声
を伝え、移住の相談や情報
提供などを行っています。

移住情報の発信（ポータルサ
イト「日々コレ十和田ナリ」）

　ポータルサイトを立ち上げ、
移住支援制度の紹介や暮らし
の情報、さらには移住者の声
を発信しています。

同窓会支援事業（参加者
へ移住支援情報を配布）

　Ｕターンのきっかけをつ
くり、市への定住促進を図
るため、市内の学校の同窓
会費を補助しています。

十和田市移住フォーラム

移住者から見た十和田の魅力
十和田市の移住者、移住者とつながりたい人全員集合！
「こんなまちにしたい」を共有しませんか？

午後１時35分～ 50分
「灯台もと暮らし」が見た十和田の暮らし
　これからの暮らしを考える新しいウェブメディア
「灯台もと暮らし」編集長伊

い さ
佐知

とも み
美さんから十和田

の魅力についてお話ししていただきます。

午後１時 50分～２時 50分
移住者によるトークセッション
　十和田市に移住し生活している３名のゲスト（吉
田進さん、玉川えみ那さん、アレックス・クイーン
さん）から、「十和田の○○が好き」「十和田のここ
に惹かれました」「十和田でこんな仕事しています」
について聞いてみましょう。

とき　７月９日㈰　午後１時 30分～４時 30分
ところ　市民交流プラザ「トワーレ」
定員　50人（先着順）
費用　無料

午後３時 15分～４時 30分
交流会
　「同じ境遇をもつ移住者とつながりたい」という多くの移住者の意見を受け、交流会を開催します。
ゲストや参加者同士が気軽につながる機会としてご活用ください。

問政策財政課☎516712・FAX㉔9616
　NPO法人プラットフォームあおもり
　☎017-763-5522・FAX017-763-5523
　メールinfo@platform-aomori.org

来 る 滞在中に暮らしを体験してもらいます。

お試し短期滞在費を支援
お試し住宅の開設

　移住を検討している人へ、
十和田での日々の暮らしを
体感していただくために、短
期の滞在を支援しています。

お試しツアーの実施

　市ならではの体験メニュー、
先輩移住者との交流ができ
るお試しツアーを開催して
います。
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平成29年度お試しツアー
　首都圏などに住んで、本市に移住
を希望する若者世代へ向け、観光農
業をテーマとした体験活動や先輩移
住者との交流会、市内施設見学など、
本市の魅力を発信するツアーです。
とき　７月21日㈮～23日㈰
参加費　無料（十和田市までの交通費、
　昼食代は参加者負担）
申込期限　７月10日㈪
申し込み方法・詳細など
　移住情報発信ポータルサイト
　「日々コレ十和田ナリ」新着情報
　をご覧ください。
　問政策財政課☎516712

　この度、移住者の暮らしぶりを取材し、地域
の特集記事を作成するため、「移住お試し住宅」
に滞在しました。短期間でしたが、編集部全員
が十和田を好きになりました。
　アートが溶け込んだ街並みで移住者と地元の
人が和気あいあいと交流する…
　こんなすばらしい街は
そうそうないです。
　移住フォーラムでは、
私たちが感じた魅力を
皆さんと共有したいと
思います。
　会場で、皆さんとお
会いできるのを楽しみ
にしています。
（伊佐編集長のコメント）

「灯台もと暮らし」
編集部の皆さん
「灯「灯「灯「灯台台も台も台も 暮と暮と暮と暮らしらしらし」」」」

特 集 移  住 ～移住者と市民がつながる街をめざして～

住 む 市に住んでもらうための支援を行っています。

支援事業名 補助内容（詳細についてはお問い合わせください） 問い合わせ先
　移住・定住住宅
　取得等支援事業

上十三・十和田湖広域定住自立圏外から本市へ転入し、住宅を取得した人を対象に、
住宅取得・住宅改修費用の一部を補助します。

政策財政課
☎516712

　移住・定住引っ越し
　支援事業

転入前に移住お試し滞在支援事業、移住お試し住宅、移住お試しツアーを利用し、
上十三・十和田湖広域定住自立圏外から本市へ転入する人を対象に、転入する際に
要した経費の一部を補助します。

政策財政課
☎516712

　空き家バンク事業
空き家を売りたい、または貸したいという所有者の空き家情報を、空き家を買いた
い、または借りたいという人へ提供します。当事業を活用して、上十三・十和田湖
広域定住自立圏外から本市へ転入する人を対象に、奨励金を交付します。

政策財政課
☎516712

　移住・定住就農
　支援事業

市内にある空き家へ移住する新規就農者を対象に、家賃補助、住宅改修補助、技術
指導などの各種支援を実施します。

農林畜産課
☎516741

　創業支援等空き店舗
　等活用事業

市内の空き店舗を活用し事業を開始する人を対象に改修等に係る経費の一部を補助
します。

商工労政課
☎516774

　ＵＩＪターン移住
　就職奨励金事業

上十三・十和田湖広域定住自立圏外から十和田市に移住し市内企業に就職した人を
対象に、奨励金を交付します。

商工労政課
☎516774

※上十三・十和田湖広域定住自立圏とは十和田市、三沢市、野辺地町、七戸町、六戸町、横浜町、東北町、六ヶ所村、おいらせ町、　
　小坂町で構成する圏域をいいます。

午後２時 50分～３時
十和田市の移住の取り組み紹介
　昨年度までの移住に係る報告や今年度の取り組み
をご紹介します。

実を結びはじめた移住支援

2013年東京から I ターン

吉田　進 さん
創作ユニット　字と図
デザイナー

2016 年東京から I ターン

アレックス・クイーン さん
株式会社Queen&Co.
取締役

2012 年東京からUターン

玉川　えみ那 さん
NPO法人奥入瀬自然
観光資源研究会
事務局・ガイド

　今回紹介した取り組みを中心として、市では、移住候補地としての認知度を高めるＰＲとあわせて、移住
するまでのステップに対応した支援を充実させています。結果として、複数の移住情報誌に掲載されている
ほか、総務省運営の「全国移住ナビ」市町村ホームページ部門で登録されている約 1,700 市町村中トップ 10
入りするなど高い評価を受けています。
　また、本市が実施したさまざまな取り組みの中の一つである住宅取得・改修の支援を活用した移住者数は、
平成 28 年度で 22 世帯 49 人となり、平成 27 年度の 14 世帯 28 人と比べて大幅な増となっています。
　市全体で移住を考える人への情報発信に取り組んだことによる成果が表れはじめています。
　移住・定住してもらい本市が活性化するよう、今後も市では取り組みを継続していきます。


